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活動内容 デジタル教科書・教材の活用

導入

◦「指導者用デジタル教科書（教材）」の初期画面を
開いてコンテンツを起動する。

単元名 『桜蝶』（4時間）

本時の
ねらい 『桜蝶』Bを読み、描写をもとに登場人物の心情の変化や関係を捉える。（第 3時）

指導時期 4 月上旬

本時（第 3時）の展開

埼玉県さいたま市立与野西中学校
教諭 豊福 九十九

中学校 第１学年
国語科 学習指導案

「指導者用デジタル教科書（教材）」を用いた授業展開例国語

単元の
ねらい

⃝行動や心情を表す言葉を文脈に注意して読む。
⃝文学作品の構成や展開、人物の関係を描写から捉える。

指導者用デジタル教科書（教材）活用の意図・目的
　本単元では、『桜蝶』Aと Bの比較が重要なポイントである。比較にあたっては、登場人物の言動や心情の変
化を的確に捉えていくことが必要不可欠となる。その際、「国語マーカー」を用いた色分けを行うとすばやく視
覚的に把握することができる。このことで、紙の教科書で指導していた際に比べ、「指導者用デジタル教科書（教
材）」ではページ数や行数を何度も確認する場面が減った。
　また、「指導者用デジタル教科書（教材）」にはさまざまな機能があることも魅力であると感じる。「指導者用
デジタル教科書（教材）を活用したことで得られた効果」で紹介している機能以外に、例えば思考ツールには豊
富な種類のフォーマットが準備されている。今回はベン図を用いて授業を行ったが、他にも「クラゲチャート」「バ
タフライチャート」など 27種類もの思考ツールがそろっている。授業に応じて思考ツールを選択し、生徒の深
い学びにつなげることができる。さらに、授業で使用した思考ツールを印刷し、掲示することで、他のクラスの
生徒との比較や新たな発見につなげることができる。
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活動内容 デジタル教科書・教材の活用

導入

◦前時の振り返りを行う。前時では、「視点」とい
う観点でAを読んだので、これを確認する。そし
て、本時では視点の違いによる描写の違いについ
て Bを読み、登場人物の心情の変化や関係を捉え
るという見通しをもたせる。

展開

◦『桜蝶』Bを読み、描写をもとに登場人物の心情
の変化や関係を捉える。
　 T：�「僕」の心情はどのように変化していますか。
　 S：�回想の場面では、友達との別れに「寂しく」「つ

らかった」と書いてあります。そこから「別
れ」は、否定的なものと認識していると思い
ます。

　 S：�現在の場面では「別れは終わりなんかじゃな
い。始まりなんだよ――。」という友達の発
言を思い出しています。そこから別れは肯定
的なものになっていったと思います。

◦視点の違いによる描写の違いについて「思考ツー
ル〔ベン図〕」にまとめ、Bを例にあげながら説
明する。
　 T：�Bを読んで、Bはどのように書かれている文

章だと思いましたか。Bから表記を引用して
教えてください。

　 S：�「僕」という登場人物がいます。Aでは「倉
橋君」という三人称でしたが、「僕」という
一人称の名前に変化していました。そのこと
から、Bは一人称の視点で描かれているので
登場人物の心情の変化が詳しく描かれてい
ると思いました。

　 S：�「僕が親の転勤で……本当につらかった。」と
書いてある部分を引用しました。「僕」がこ
の町に来てまだ日が浅いことなど、Bは登場
人物の背景が細かく描かれている文章だと
思います。

◦本文拡大画面に、国語マーカーを用いて、登場人物の発
言や心情を視覚的に確認する。
　僕（倉橋君）：赤、白石さん：青
　その他の登場人物：緑
◦「僕」の心情に注目する場合は、赤のマーカーのみを選択
すると、さらに視覚的に確認しやすくなる。

◦「思考ツール〔ベン図〕」を活用する。
・Bの特徴を右側にまとめていく。
・カードの色分けや文字サイズの変更も行うことができる。
・赤のカード（Aの特徴）と黄のカード（A・Bの共通点）
は事前に行ったものを用いる。「ファイルで保存」したも
のを再利用することができる。

まとめ

◦本時での読みを初読と比べ、本時で学んだことを
振り返る。

B を読み、描写をもとに、登場人物の心情の変化や関係を捉えよう。
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指導者用デジタル教科書（教材）を活用したことで得られた効果

「本文拡大」「国語マーカー」
　紙の教科書でこの授業を行う場合、ページ数や行数、色の種類など確認することは多くあり、指示が複雑で混
乱する生徒もいることが予想される。しかし、この二つの機能を使うことで、ひとめで今行っていることに注目
し授業の取り組みに参加しやすくなる。「国語マーカー」は、文学的な文章における登場人物ごとの色分けだけ
でなく、説明的な文章では、筆者の考えと、筆者の考えと対になる文章を色分けすることなどにも応用すること
ができる。

「思考ツール」
　今回はAと Bを比較するために「ベン図」を用いた。Aと Bの共通点・相違点を整理していくことで、それ
ぞれの特徴を具体的に理解することができる。操作する上での留意点は、「思考ツール」が「ファイルで保存」と「画
像で保存」のどちらもできるということである。「ファイルで保存」を選択することによって、次の授業では続
きから行ったり、他学級で活用したりすることが可能となる。また、「画像で保存」を選択することで、廊下等
に掲示したり、国語通信として資料を貼り付けたりすることで、さまざまな意見に触れ、考えを深めることがで
きる。


